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小学生とご父母のみなさん
小学校１年生から３年生の生徒を対象として「満点教室」を復活させます。
10歳の壁をラクラク乗り越える
　満点教室　  週１日制　算数　国語
　10歳の壁（９歳の壁とも言う）とはどんな意味でしょうか。９歳（10歳）頃、つまり、小学３、４年生ごろに勉強についていけないという子どもが急増します。算数では、分数や余りのある割り算、文章問題などが出てきます。図形の計量の問題も新しく学びます。文章題では、抽象的な読解力が必要となります。急に抽象的になり、ついてこれない生徒が増えるのです。この壁を乗り越えないと、その後遺症は、中学だけでなく高校まで影響します。この壁をらくらく乗り越えるためのクラスです。
学びの機会を広げるため、学費を徹底的に抑えました。月額３０００円。
　詳細は別途お知らせします。保護者様には、もう勉強しなさいという必要はありません。お子様を勉強好きに変え、エリートコースに乗せます！
　小学生コース　  週２日制 算数・国語・英語　　

今年度当塾の指導方針を以下のように決めました。

国語　「漢字・熟語・慣用句に習熟し、読書習慣をつくる」
英語　「中学英語の完全準備、中学でらくらくトップ層を確保する」
算数　「文章題と図形で差をつける、算数から数学へ」
各教科ごとに詳しくご説明します。
①　国語　「漢字・熟語・慣用句に習熟し、読書習慣をつくる」　

国語の授業の指導方針は２つあります。第一に「漢字・熟語・ことわざ」に習熟すること、第二に「読書習慣をつくる」ことです。
  漢字、熟語、ことわざなど慣用表現に興味を持たせることは、国語の読解力や作文力を養ううえで必須の条件です。漢字や４文字熟語に好きになれば、難しい文章や長い文章を読むことができるようになり、作文力も付きます。
  第２に「読書習慣」をつくることを目標にしています。幅の広い分野の文章を読む習慣をつけることを目標にしています。読書の習慣がつけば、一生なくなりません。
②　英語　「中学英語の完全準備、中学でらくらくトップ層を確保する」
小学生に対して単に「お遊び的な英会話」やゲーム・歌で楽しむ英語クラスではなく、中学で英語を得意科目にすることを目標にしています。中学の英語の先取り学習を行います。中学へ進学したとき、らくらく、余裕でトップ層を確保します。
③　算数　「文章題と図形で差をつける、算数から数学へ」
文章題は難しいとか、図形の問題が苦手という人は少なくありません。中学で数学が嫌いになってしまう予備軍です。文章題は、典型的な問題について問題と解き方をセットで覚えてしまえば、誰でも得意になります。また、中学１年で学ぶ未知数を文字であらわした方程式を立てて解いても構いません。その方法も指導します。
図形の問題は、好きになるきっかけを作ることが大切です。社会人となったときには、図形の面積や体積など計量を含め、図形の知識が必要となることが少なくありません。生活に密着させて学べるように指導します。


中学生のみなさん　　　　　　　　

キミの成績は必ずあげられる！　
成績が上がる根拠とは？　学習法が、脳科学に基づいているからです。
偏差値を20アップさせ、志望校のハードルを下げます。
脳科学者の池谷裕二先生によりますと、脳科学的からみると、最も効率的な勉強法は以下のようにまとめられます。
①　勉強は教科書を復習するよりも、問題を解くほうが効率的
つまり、参考書を繰り返し丁寧に読むより問題集を繰り返しやる方が効率的な学習ができる」ということです。
②　カロリスをして試験に臨め
カロリスとは、カロリーリストラクション（カロリー摂取を控える）のことです。
カロリー摂取を約２０から３０％控えた食生活を送ると、単語暗記の試験でやく３０％成績があがったという実験結果があります。カロリスを行えば、記憶力アップします。確かに満腹状態では、何も頭に入りません。
③　記憶は睡眠によって強固になる
これが「レミニセンス効果」と呼ばれるものです。寝る前の勉強は大変効果が上がるということです。また睡眠不足は、勉強に大敵です。昼に眠くならないように、夜はしっかり睡眠時間をとりましょう。
④　「地道な努力型」か
「要領よく一夜漬け型」か。
それぞれ「分散学習」、「集中学習」といいます。池谷先生によりますと、実験結果から分散学習の方が、ベターだと結論しています。
参考文献　
池谷裕二著「脳には妙なクセがある」扶桑社新書
《連載シリーズ②》

お子様が定期テストでよい点数を取るために

保護者として知っておきたいこと

学習指導要領って？　
求められる力が変わってきている

「学習指導要領」とはわかりやすく言えば、『全国どこの学校でも均一の教育を受けられるようにするために、文部科学省が定めたカリキュラム編成のための基準』です。

　2012年に施行された現在の「学習指導要領」は、それまでのゆとり教育とは違い、かと言って詰め込み型教育でもない「生きる力」をはぐくむという理念のもと、知識や技能の習得、思考力・判断力・表現力などの育成を重視するというものです。「脱ゆとり」と呼ばれることもあります。

　この「生きる力」とは、これからの変化の激しい社会を生き抜いていくための力です。現在の大学入試や企業採用活動でも論理的思考力や問題発見能力、解決能力などを問われることが多くなってきています。

　このような力を子どもたちに身につけさせるための授業か、中学校では日々おこなわれ前回紹介したような問題が定期テストでも出題されるようになってきているのです。　では、これにともなって、子どもたちの成績評価方法はどう変わったのでしょうか。

成績はどうやってつけられているの?
「定期テストの結果がいいのに通知表の評価が悪い」ということも起こってしまうのです。
　では，今の学習指導要領ではどのように成績がつけられているのかをご説明します。

　まず、保護者の皆様の時代と大きく異なるのは、評価方法が「絶対評価」だというごとです。

絶対評価とは、『指導目標に設定された基準に対する評価』のことです。つまり、集団の中で誰かと比べられての評価ではなく、個人ひとりひとりに対しての評価ということです。

　また、各教科の評価は「観点別」におこなわれています（観点別評価といいます）。教科ごとに　①関心・意欲・態度　②思考・判断・表現　③技能　④知識・理解という４つの「観点」が設けられていて、これらの観点ごとにＡ・Ｂ・Ｃの３段階で評価がつきます。

　《英語》の例

　★学習到達目標
「英語を使って何ができるようになるか」

①関心・意欲・態度…コミュニケーションへの関心・意欲・態度（があるかどうか）

②思考・判断・表現…外国語で自分の考えを表現できる能力（があるかどうか）

③技能…外国語で相手の意向などを理解する能力（があるかどうか）

④知識・理解…言語や文化についての知識と理解（があるかどうか）
これはテストの点数、提出物、授業態度などを含めて総合的に評価するもので、これをもとにして「通知表」の５段階評価（いわゆる内申点）がつけられることとなります。今の中学生は、単に定期テストの得点だけではなく、さまざまな観点で評価されているのです。
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成績はどうやってつけられるの？
































